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〔長崎マスメディア若手勉強会〕　　於出島的IB〈長崎国際テレビ)　　約13年2月20日

長崎で平和責任を考える-被ばく者･市民･マスメディア～

高橋　眞司(長崎大学生薩教育室･客員教授)

はじめに　問題提起の狙いと願い一大学と報道の協働

長崎在住40年(1973-201鉦これまでも墟元長崎のマスメディア各社と｢協働｣して､

取材に応じたり番組に出演したり､記事や番組翻作の誌手伝いをしてきた　く種々エピソー

ドあり主今回は､ 2的0年いらいの持論｢平和責任｣を提起して､若手マスメディア関倭

者にメディアの新たな役割を自覚的に担ってもらいたい､と願っている｡

第1節　平和責任とはなにか? 〔別紙参照〕

1　《平和責任が''駐ea鎗鵬SpQnSibili専"の提起

2　平和責任の定義:人と市民が《平和責任弟を負うとは

第.2節　マスメディアの諸問題

1　ニュース性一四つのカテゴリー

(1)a)ニュースになる/ち)ならない

鱈)a)ニユースになりやすい/ち)なりにくい-とくに｢構造的暴力｣の問題

(3)a)ニュースに値する/b)値しない

(4)a)ニュースにする/ち)しない

2　マスメディアの政治性

(1)大資本とマスメディア　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　･

(2)現場とデスク

3　マスメディ`ァ-の注文
●

tl) ｢個人的トラブルと公的イッシュー毎rivaもe七re敵bles" and "public issues親個

人的難儀と公的問題の区別｡ charles耽ight軸ils,塾生_Sociological lmaginat_i塾0ⅩfQrd, 1959;

PelicanB80立S工970ライト=ミルズ｢社会学的想壕カ｣紀伊国屋書店､ 1965, 1995

屯)想像力も地agination)-とくに､過去と未来-の構想力

的怒りと憤りの人間的意味一哲学者の思索から:プラトン､ホップズほか

Cf･ステファン･エセル｢怒れ!憤れi｣村井章子諒,日経-BE2011

g提phane薗essel, In出費ne宏一lbus! In魔g会ne紬琵iQnS, 2010

むすび　核時代の｢平和責任｣

1核兵器と原発の｢核の世紀｣ (thenuelear£entury)に終止符を曇

2　核時代の｢平和責任｣とは核兵器廃絶のみならず原子力の平和利用-原発につい

て'b責任を持つこと､これを"nuelearresponsibility"十と呼ぶことができる.

十John羅･Go‡man(1918-2007)カリフォルニア大学分子生鞄学教軽､ 1971年以降｢N靴1ear

Responsibility委員会｣議長､主著: Radi･atiQn and薗1manHealth, 1981, 1983; ｢人間と放射線｣
●

社会思想社, 1991;明石書店､ 2011
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〔長崎マスメディア若手勉強会〕　　　　　於出島　NIB(長崎国際テレビ)　　　　　　　2013年2月20日

高橋　眞司｢長崎で平和責任を考える～被濃く者･市民･マスメディア｣資料

《平和責任Ti -その提起と定義

エピグラフ(epigam亭h,題辞)

｢思索とはつねに歴史的瞬間の思索であり､したがっていっもオリジナルだ｣ベネデット･グ

ローチェ(Benede鶴o Croce,碓Bmasop壷井1945)

1 《平和責任》 tpeace responsib地裁の提起｢新ミレニアムにのぞんで新しい平和の哲学を模索

1 ) ｢平和責任一平和に討する責任ということ｣世界¥MCAi¥溜CA合同祈祷適､長崎¥軸CAi

¥漸CA祈りの夕べ(奨融:於長崎銀屋町教会,紳蝕年11月13日

2) ｢平和教育一長崎からの報告と提言｣日本国際連合協会主催｢国連北東アジア金沢シンポ

ジウム｣於金沢､ 2001年6.月7日言孫東民｢対話健理解｣ (対話漬理解を促進する) 『人民日報』

2鋪1年7月12日;日本国際連合協会『季刊国連惑25号､ 2餓1年8月､ 19-31ページ;高橋眞

司『続･長崎にあって哲学する国北樹出版､ 2004年､ 109-125ページ

3) ｢平和に討する責任｣立正佼成会『佼成新聞感特集｢平和を築く視座｣蝕鎚年1月5日｡

ただし､原題｢平和責任｣は編集蔀によって｢平和に討する責任｣に改められた｡

4) ｢平和責任一平和憲法を守るために｣聖パウロ女子修道会『あけ蔭の固餌館年2月号; ｢平

和責任一憲法九条を守るた郵こ｣長峰県九条の会『平和憲法を守ろう一被爆璃市民の熱い思唖

20館年5月3日､ 80-85ページ;高橋眞司『詩集緑色の亭なざし国璽軽の騎士社､聖母文庫､

至純08年所収

5 ). ｢原爆死から平和責任-一一｢被爆体験の思想化のこころみ｣長騎大学教育学部『社会科学論

争曲69号､約07年3月､ 1-16ページ

6) ｢平和責任と多文化共生のために｣ (谷川畠華と共著十平和責任｣の項､高橋執筆主高橋

貴司･舟越敬一編著『ナガサキから平和学する凋法律文化社､飽09､終章､ 230-238ページ

7) ｢被爆体験と平和責任一長崎にあって哲学する｣広島市立大学･広島平和研究所｢市民講

座｣､於広島市まちづくり市民交流プラザ､ 2011年6月3日;日本道徳教育学会第持回大会｢学

術講演｣､於長峰大学教育学部, 2飢1年7月8日;北九州市立大学宝鑑･大学コンソーシアム蘭･

門｢核兵器の記憶｣､於小倉A士朗ビル押､ 2011年11月19日

.. 8) ｢平和責任一長崎で考える｣大学生壌寄附講座･太学童ンツーシテム京都｢戦争と平和を

問いなおす｣､於キャンパスプラザ京都､舗11年7月8日;舗12年6月1毎日

2　平和責任の定義

2 - 1平和責任は､その横念が薗醸された実際の文脈にかんがみて､すなわち墟醸的かつ歴

史的､とりわけ未来志向的な展望のなかで生まれた横念で養って､老いも若きも万人に妥当する

普遍的な横念である｡

2-2　平和責任とは､革命と民族の独立､世界戦争と大量虐殺.(ホロコースト)の20世紀

を経て､ 21世紀をのぞみ第三ミレニアム(千年紀)をのぞんで構想された､戦争責任より持､っそ

う横猿的な､より高められた責任( die gesteigerte Veram軸ertung. Cf. Jasp･erse 1946)である0

2-3　人と市民が平和責任を負うとば､

1)そもそも人類史の"｢はじめに戦争はなかった｣こと("ImAn亀ngwarnichtder抜出g.")､言

いかえれば､戦争は人類史の発展の一定の段階で｢人類が発明したもの｣ ("Warfare is Only an

inven農on - not a biological nece主sitF." M. Mead, 1940.)であって､人類の本能によって惹き起こ

されるものでないこと(缶The Se竜王le Sねtement on温顔ence. 1986.)を想起し､
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2)世界歴史における第一次､第二次世界戦争の経験､とくに南京太屠殺､アウシュヴィッツ

強翻収容所､そして広島･ノ･長崎の療爆投下などの｢凶行｣ (a出ociHes)を想起して戦慄し､それに

よって新たに自覚された<人間の尊態> humPn digni璃die Mensche-融eを心に熟み

3) ｢マグナカルタ｣ (121富徳以来の世界憲政史の発展､とくに｢アメリカ独立宣言点1蹄6

年主フランス人権宣言隼人誌よが市民の権利宣言｣ 1789年主リンカーン｢ゲティスパーダ演

説｣ (1863年主ケ匪ジグ･ブリアン協定柱､わゆる｢戦争殻棄条純｣パリ､ 1928年上F.B･.磨
-ズヴェルト噛っの自由再1941･観､ ｢日本国憲法｣ (1鎚6年主｢ドイツ共和国基本法｣ (19鎗

年)などの重要な宣言､条約､憲法を心に雷蛙､

4) ｢国連憲章｣ (194魂､ ｢世界人権宣言｣純4疎､国連人間環境会議.｢ストックホルム宣言｣

(197名主｢子どもの権利条約｣ (1989主｢環轟と開発に関するリオ宣言｣ (1992㌦ ｢ハーグ平和

アピールl･ (1999年上｢国連ミレニアム宣言｣軸dc)㌔ ｢国連ミレニアム開発目標再臨聴8, 2001)､

｢人間の安全操陸の現泰｣"鉦uman SeeuriB7-N鍍鴨鍋晒奄ど､現代世界における国際社会の重

要かつ緊急の宣言と行動目標に富貴し､

5)一志で古典古代いらいの長い伝統をもつ哲学史の恵かから､カント｢人間性の尊厳｣ die

馳de de瞥蝿ns地e尭シュヴァイツァー｢生命への畏薇｣菰e理由軸も㈱P demもeben,義

るい娃ヤスパース｢罪の問題｣ BH'e飽敵堕落1945 i1946などの思索と思想に探く学び､

6 )他方で､新しい学問･平和学の提起する｢消極的平和｣ ne鉾拉e paa晦｢積極的平和｣ pQS詭捕

peace, ｢文化的暴力｣ e亜批al壷Qlenee奄ど'a新しい櫨念を顧慮しつつ,

7)墟辣上のすべての人民の画聖奄権利｣としての<平和への権利→曲e翰e輪忠正軸● Gf

peQPles鴇peace tUNGA,''琵es.会務11, 1984)に立離して､

8)そして､ここで主権を有する人民敵集合輔こ経｢太薗玉を聾轟.と噂薄れる･.a.3･･.個別的

に凝主権にあずかる｢市民｣ C穣Sとよ蔭軋ること館. B. Itf･ツー｢社会契約論｣ a. 5. R軸SSea･互

B靖鉄雄姦種富農壇1762.) ･を改めて想起しつつ､　　　　　　　　　'

9)国内的なら硯こ国際観こ､あらゆる意味に蒔いて<平和の質>拉e軸a晦Qfpeaceを向

上さ甚改善するつと珪(責務)を負うことである｡

10)したがって､個人として､轟るい娃人々と協同して､いか怠る意味においてであれ<平和

の質>を良くしようと努力する人びと追､講でも平和のために実際鞄な仕事をしているのである｡

治皿those who s古壷e,摘むether i鄭出揃もa軸的r jo軸tQ impr鍍聡粗e qu韮宙of peaG雪, are

deing遥輸£甜将erk電波Peace:当Cf･籠忘ela B鵡A蝕蟹缶.PBaee･･轟軸蝕掘出料

蝕d親告籠難語･i af謡轟r_'翰n出eQne 1989. p. lo梯

〔注〕‥

2-9)及が2-10)平和の意味について績､高橋貴司｢平和の意味論｣編棒貴司･舟越取一編『ナ

ガサキから平和学する凋法律文化社､雛09年､` 234ページ､参照｡

2-10)シセラ･ボク『平和pための戦略｢人間的価値と戦争の脅威土日こ､以下の文章がある｡
`趣ユthQSe漸hQ StriVe言辞hether indihduaHF Or jQin噛めrednce地e翻ay Of violeme and

農ece珪betrayal and secre聯are doing practicai湘出盛封Peaee.当Sissel寧BQk, A g姦複線

姦PBaae:鶴-an軽度as -d鶴観舌afWaF. Pantheon? i989_ p. lop,･ pp. 35-36, 81-86.)

上記2･10)は､原文の｢暴力と薮績､背信と機密のレベルを挿し下げる｣ "七Qreduee地e蛍醒aY

軽通読e_盆駐車{蓮華it,__蛙睦a･nd S瞳'を｢《平和の賓渉を改善する｣ 笥船ik2 FO拇.重出e

壁撃童'*魂盟諸というポジテイヴな言葉におきかえたので潜る｡な誌､窮諌張､シセラe.ボ

タ薯､大沢正道諦『戦争と平和-カント･タラウゼヴィッ亨と現代掴法政大学出嬢会､擬0

年)と超して出醸されているo高橋真司､ 2004年､ 250ページ､注紐5)参照o


